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５月１０日、JA 福岡大城本店において、JA 福岡大城や市町、農林業総合試験場、普

及指導センターで構成される「JA 福岡大城みどりの食料システム戦略推進協議会」は、

令和４年の「みどりの食料システム戦略事業」の報告会を行いました。 

この事業では、燃料や作業時間が削減できる「部分浅耕一工程播種」と、ブームスプ

レイヤーの水補給回数を削減できる「少水量散布ノズル」に 18 経営体が取組んできま

した。その結果、大豆の部分浅耕一工程播種では、慣行播種に比べて燃料消費量が 54%

削減、作業時間が 60%削減できました。また、少水量散布ノズルの使用により、除草剤

散布時の水補給回数（10ha 当たり）は平均 19 回から平均３回に削減できました。 

加えて、部分浅耕一工程播種は、土壌水分の変動を抑えるため、乾燥害に強く、慣行

播種に比べ収量が９～28％増加しました。取り組んだ農家からは、「思ったより簡単に

でき、播種時間や燃料が削減出来て良かった。」といった意見が聞かれました。 

今後も、普及指導センターは、関係機関と連携して、大豆の栽培の省力化・収量向上

に取り組んでいきます。 

  

 

みどりの食料システム戦略事業報告会の様子 


